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北広島市長期総合計画審議会 第２回 教育・地域部会 議事録 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

■日  時  平成 21 年 8 月 26 日（水） 19：30～20：15 

■会  場  芸術文化ホール活動室 3 

■出席委員 

杉本修部会長、宇田川留美子委員、鵜木一任委員、岡本若子委員、岡喜美江委員 

桂裕章委員、冨田忠行委員、吉田正男委員 

■欠席委員   

村山紀昭委員、菊池重敏委員 

■事務局 

  川村裕樹総合計画課主任 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

開 会 

 

１ 専門部会の役割について 

 

 事務局から、資料にそって説明した。 

 

【部会長】この審議会については、今後何回会議が実施されるのか。また、我々はど

ういう部分に責任持って関わってゆくべきなのか。 

 

【事務局】会議については８回予定している。配布してある資料に専門部会の役割が

示してある。当部会では教育・文化、行財政運営・地域の審議を行う。基本目標「人

と文化を育むまち」とその実現のための 10 の政策、同じく基本目標「計画の実現

に向けて」とその実現のための７つの政策からなっている。これらの分野について

審議をお願いしたい。  

 

【部会長】提示された政策の修正変更は可能か。また、事務局で素案を作成するのか。 

 

【事務局】入れ替えや修正は可能。素案については、次週、皆様に配布する。 

 

【部会長】予習をしたいので、素案については事前に送付願いたい。 

 

【委員】今までは、どういうスパンで審議委員を変更しているのか。また、どうして

前の審議委員は継続してやっていないのか。 
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【事務局】審議委員は審議が終了し、答申後解嘱となる。皆様は来年４月の答申まで

が任期となる。 

 

【委員】大変失礼だが、過去の資料のまとめ方等が整理されていないような気がする。

難しいかもしれないが、今の計画はその都度リニューアルされているものなのか。 

 

【事務局】今の計画は、10 年間変更していない。細かい事業は３年ごとに実施計画と

して定めている。現在の計画の総括については、本審議会、部会には求められてい

ない。今回の審議会では、平成 23 年度からスタートする新しい計画のための審議

会となっている。 

 

【委員】この計画の作成は、国の指導によるものなのか。 

 

【事務局】地方交付税において算定されている。地域における計画的な行政運営を図

るため、基本構想を定めるよう地方自治法で規定されている。また、基本構想の策

定要領について国から通達が出ている。 

 

２ 部会審議 

 

【部会長】今後、皆さんとは長くお付き合いしていくこととなるので、自己紹介をお

願いしたい。私は 30 年前に真駒内から来た。当地に来た理由ははっきりしていて、

３人目の子供が生まれたときに、ゼロ歳児の保育園があるかどうかが 大の理由。

職場は札幌学院大学。北広島市内の不満を挙げると、駅前周辺に食事処やちょっと

したレストランが少ない。居酒屋しかない。本当に居酒屋しかなくて、気軽に立ち

寄れる場所が少ないと思う。今後ともよろしくお願いしたい。 

 

【委員】青森から北海道へ移住して三代目。当初は農業に従事していたが、幼児教育

の分野に転向して 27 年目になる。1.2ha の敷地内に幼稚園を開園し、芝生の遊び場

を作っている。幼稚園の運営に携わって 27 年になるが、こういった教育の経験を

計画の策定に活かしていきたいと思う。 

  

【委員】西の里在住。オイルショック後に地価も高騰し、折りしも住宅供給公社が提

供する安価な当地に、昭和 48 年札幌から来た。西の里は札幌と合併されるのでは、

と懸念している。私だけかもしれないが、西の里は北広島から見ると別扱いの感が

ある。市内中心部へのアクセスが悪くとても不便だ。市内循環バスも実現しそうな

い。地域の町内会役員もやっている。この市が明るい展望が持っているということ

を町内に説明できればと思っている。 
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【事務局】事務局で北広島在住 20 年になる。稲穂町に在住している。皆様とともに

良いものを作りたいと考えている。よろしくお願いしたい。 

 

【委員】実家が東京なことから、ＪＲが通り、空港に近い当地に土地を購入した。夫

に言わせれば、「北広島は北海道の田園調布である」ということで、豊かな緑、広

い道路、きれいな住宅がそう感じさせる。しかし、実際に住んでみると、冬の道幅

の狭さ、不要な坂に気付く。現在、子供が通っていた小学校が統廃合になるが、こ

んな小さな地域にどうしてこんなに学校があるのかと当時不思議に感じていた。ま

た、清田のスイミングクラブの指導員や市内小学校の水泳授業補助員も務めている。

近、どうやら子どもたちが変わってきたようで、もっと子どもたちが元気になれ

たらと思っている。 

 

【委員】広葉町在住。広葉小学校のＰＴＡ副会長で、輪番で北広島市ＰＴＡ連合会と

石狩管内のＰＴＡ連合会の監査ということで参加した。主人が転勤族で８回目の転

勤でここ北広島市に来た。海外からお客さんを迎えることがあるが、食事に行くと

ころがなく、北広島らしい料理がない。彼らは田舎らしさを求めてやってくる。田

舎らしさを出すのもよいのではと思っている。  

 

【委員】昭和 19 年生まれ。かつては新薬の開発に従事していた。希望ヶ丘に居を構

えている。それは、やはり空港に近く、景観が良く、四季が感じられるから。家内

の立場から言うと、子どもが通える学校が近くにあるとのこと。現在私は、陶芸サ

ークルの代表を務め、中学生に英語を小６生に算数を指導している。  

 

【委員】30 年前に北広島に来た。この街が大好きで、人の交流の仕方がとてもよい街

だと思っている。高齢の人は豊かに暮らせ、若者が夢を持てる街にしたい。しかし、

婦人科はあるが産科がないなど、この状況を何とかしてほしいと思っている。 

 

【委員】30 年来高台町在住。真駒内から移住してきた。民間保育園の非常勤役員をや

っている。真駒内から移った理由は地価の上昇だが、当時の北広島は遠くて不便な

場所だった。民間保育園の運営を今も携わっているが、来年あたりは「ロングバケ

ーション」をとって、スローライフを実践したいと考えている。北広島は「夏のリ

ゾート」と考えればこんな良い場所は他にはない。都市に近くて緑が多い。「金持

ち」の集まる場所ではなく、「人持ち」の集まるまちになるべきだ。これからの都

市間競争は、知恵の勝負だと考えている。 
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３ 次回専門部会の日程 

 

 資料のとおり、平成 21 年 9 月 4 日（金）午後 6時からということで了承された。 

 

閉 会 


